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三
月
二
十
日
、
本
所
で
第
八
回

釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
出
席
者
全
員

で
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
綱
領
を
朗
唱
し

ま
し
た
。

瀬
戸
賢
成
部
長
は
、「
昨
年
は

私
達
生
産
者
に
と
っ
て
、
経
営
的

に
も
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
青
年
部
と
し
て
出
来

る
活
動
と
し
て
、
牛
乳
の
消
費
拡

大
活
動
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

今
後
も
青
年
部
が
よ
り
い
っ
そ

う
活
発
な
も
の
と
な
る
よ
う
部
員

達
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
参
り
た
く
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
は
、
音
白
支
部
の
照
井 

優
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
五
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
し
、
議
事
は
全
件
承

認
さ
れ
、
総
会
は
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

議長を務めた照井 優さん 瀬戸 賢成 部長挨拶

釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常
総
会
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三
月
二
十
日
、
本
所
で
第

八
回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改

良
同
志
会
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
瀧
澤
一

成
会
長
か
ら
「
本
会
は
、
共

進
会
中
心
の
活
動
で
す
が
、

共
進
会
に
出
品
さ
れ
な
い
会

員
も
顔
を
出
し
て
頂
き
、
牛

を
見
て
改
良
に
取
り
組
ん
で

頂
き
た
い
。
牛
あ
っ
て
の
酪

農
で
あ
り
、
同
じ
志
の
会
員

が
集
ま
る
会
で
す
の
で
、
同

志
会
活
動
に
取
り
組
む
に
あ

た
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
は
西
部
支
部
の
石
黒

隆
行
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二

十
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
協

議
し
、
議
案
は
全
件
承
認
さ

れ
、
総
会
は
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

瀧澤 一成 会長挨拶 議長：石黒隆行さん（西部支部）

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会
定
期
総
会
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三
月
十
七
日
、
本
所
で
第
八
回
釧
路
丹
頂

農
協
女
性
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
鈴
子
部
長
は
、「
東
日
本
大
震
災
か

ら
三
年
が
経
過
し
、
私
達
に
出
来
る
事
は
な

い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
女

性
部
員
は
、
今
後
も
積
極
的
に
Ｊ
Ａ
運
動
に

参
画
し
て
い
く
事
が
私
達
の
役
目
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
度
も
笑
顔

で
女
性
部
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
で

す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
長
は
、
音
別
支
部
の
大
坂
恵
子
さ
ん
が

務
め
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
協
議
し
、
議
事
は
全
件
承
認
さ
れ
、

総
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

「新ＪＡ女性の歌」を合唱

大坂恵子議長 （音別支部）

釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常
総
会
開
催
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チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム

三
月
六
日
、
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運

動
」
酪
農
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
、
釧

路
農
業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
で
、

管
内
の
酪
農
家
及
び
各
関
係
機
関
か

ら
約
百
七
十
名
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
組
合

員
・
職
員
合
わ
せ
て
二
十
二
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

釧
路
農
協
連 

酪
農
技
術
支
援
室
室

長 

永
井
照
久
氏
に
よ
る
、「
釧
路
管
内

に
お
け
る
酪
農
経
営
の
課
題
と
展
開
方

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、

経
営
に
関
す
る
基
礎
的
な
部
分
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
牛
が
今
ど
う
い

う
状
態
な
の
か
を
牛
に
教
え
て
も
ら
う

こ
と
や
草
地
を
よ
く
観
察
す
る
、
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
を
み
つ
け
生
産
性
を
押
さ
え

つ
け
て
い
る
箇
所
を
把
握
す
る
こ
と
。

そ
し
て
経
営
を
左
右
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て 

①
自
分
の
実
力
以
上
に
高
産
牛 

②
自
分
の
実
力
以
上
に
低
コ
ス
ト
酪
農 

③
ま
じ
め
に
働
か
な
い
人
等
に
つ
い
て

解
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
大
学 

大
学
院
農
学
研
究
院 

講
師 

東
山 
寛
氏
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
現

局
面
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
経
過
、
日
米
農
産

物
協
議
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
市
場
ア
ク
セ
ス
交

渉
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
の
扱
い
、
自

給
率
と
食
の
安
全
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
ゆ

く
え
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

辞　　令　　発　　令 （平成26年４月１日付）

対 象 者 配　　属　　先

若 狹 就 杜 営農部　営農課営農係　（新採用）

長 屋 快 斗 金融共済部　共済課共済推進係　（新採用）

八 木 優 紀 金融共済部　金融課金融係　（新採用）

不  藤    佑希菜 幌呂支所　金融共済課金融共済係　（新採用）

眞 鍋 隆 宏 白糠支所　金融共済課金融係兼共済係　（新採用）
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新 入 職 員 の 紹 介

■所属部署／ 幌呂支所　金融共済課　金融共済係
■年　　齢／18歳
■出 身 地／釧路市
■ �出 身 校／ �北海道釧路明輝高等学校 （Ｈ26年卒）
■趣　　味／ �音楽を聴くこと、家具や服を見

ること
■特　　技／太ること

不
ふ

　藤
どう

　佑
ゆ き な

希菜

■組合員の皆さんへ一言
まだまだ慣れない仕事ばかりでわか
らない事も多く、助けていただく場
面があると思いますが、早く仕事を
覚えて、明るくそして皆さんと仲良
く楽しくやっていきたいです。これ
からよろしくお願いします。

■所属部署／金融共済部　金融課　金融係
■年　　齢／18歳
■出 身 地／釧路市
■ �出 身 校／ �北海道釧路北陽高等学校 （Ｈ26年卒）
■趣　　味／音楽鑑賞、カラオケ
■特　　技／Ｙ字バランス

八
や

木
ぎ

優
ゆう

紀
き

■組合員の皆さんへ一言
４月１日から鶴居本所に配属された
八木優紀です。初めは、わからない
ことや慣れないことばかりで、組合
員の皆様にご迷惑をおかけするかも
しれませんが、一日も早く仕事に慣
れ、明るく元気な職員になれるよう
頑張りますので、よろしくお願いし
ます。

■所属部署／白糠支所
　　　　　　　金融共済課　金融係兼共済係
■年　　齢／24歳
■出 身 地／釧路町
■ �出 身 校／ 北海道農業協同組合学校（Ｈ26年卒）
■趣　　味／ �読書
■特　　技／ハンドボール

眞
ま

鍋
なべ

隆
たか

宏
ひろ

■組合員の皆さんへ一言
４月１日にＪＡくしろ丹頂に入組し
ました眞鍋隆宏と申します。ＪＡカ
レッジで学んだことを活かせるよう
に一生懸命頑張りたいと思います。
組合員へのサポートを全力でしてい
きますので、今後ともよろしくお願
い致します。いずれはＪＡくしろ丹
頂を盛り上げるような存在になって
いきます。

■所属部署／金融共済部　共済課　共済推進係
■年　　齢／19歳
■出 身 地／中標津町
■ �出 身 校／ �北海道農業協同組合学校（Ｈ26年卒）
■趣　　味／音楽、モトクロス
■特　　技／バスケットボール

長
なが

屋
や

快
かい

斗
と

■組合員の皆さんへ一言
早く仕事を覚え、皆様の期待に応え
ることができる職員になれるよう
日々精進したいと思います。よろし
くお願い致します。

■所属部署／営農部　営農課　営農係
■年　　齢／22歳
■出 身 地／北見市
■ �出 身 校／ �酪農学園大学 （Ｈ26年卒）
■ 趣　　味／ �食べる事、車、ドライブ
■特　　技／バスケットボール、球技

若
わか

　狹
さ

　就
しゅう

　杜
と

■組合員の皆さんへ一言
初めまして、若狹就杜です。これか
ら営農部として働く事になりまし
た。最初は、ご迷惑をお掛けすると
思いますが、元気とやる気を全面に
出し、頑張っていきます。ご指導の
方よろしくお願い致します。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
～
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
を

　
植
生
改
善
に
活
用
し
よ
う
～

　

高
騰
す
る
購
入
飼
料
を
極
力
減
ら
す

上
で
、
自
給
基
礎
飼
料
の
品
質
向
上
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

普

及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
草
地
整
備
事

業
用
牧
草
種
子
組
み
合
わ
せ
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
改
定
で
、
ア
ル

フ
ァ
ル
フ
ァ
の
組
み
合
わ
せ
を
二
タ
イ

プ
追
加
し
ま
し
た
。（
表
一
）

　

主
体
の
イ
ネ
科
草
種
や
刈
取
り
回
数

を
考
慮
し
、
土
壌
凍
結
地
帯
の
根
釧
地

域
に
播
種
可
能
と
な
っ
た
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
（
図
一
）
を
草
地
更
新
に
御
活
用

く
だ
さ
い
。
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
、
タ

ン
パ
ク
を
多
く
含
み
、
消
化
性
の
良
い

繊
維
が
確
保
で
き
ま
す
。

　

新
た
な
組
み
合
わ
せ

（
一
）
チ
モ
シ
ー
（
中
生
）
主
体
＋

　
　
　
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
利
用

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　

混
播
適
正
が
向
上
し
、 

ロ
ー
ル
ベ
ー

ル
等
予
乾
体
系
に
合
い
ま
す
。

　

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
混
播
き
ざ
み
サ
イ

レ
ー
ジ
で
は
、
十
分
な
予
乾
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

（
二
）
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
主
体

　
　
　
　
＋
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
利
用

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
は
近
年
土
壌

凍
結
地
帯
向
け
に
改
良
さ
れ
混
播
適
正

も
良
好
で
す
。

　

出
穂
始
め
が
六
月
十
日
頃
で
早
く
収

穫
が
可
能
で
す
。

　

三
回
刈
り
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

播
種
後
の
初
期
生
育
が
チ
モ
シ
ー
よ

り
旺
盛
、
雑
草
と
の
競
合
力
も
チ
モ
シ

ー
よ
り
優
れ
て
い
ま
す
。（
図
二
）

　

普
及
セ
ン
タ
ー
に
は
牧
草
品
種
展
示

圃
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。（
図
三
）

　

詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
し
い
牧
草
種
子

組
み
合
わ
せ

6

表１　新たな組み合わせ 播種量

草　　種 品     種         （優良品種決定年次） (kg/ha）

ﾁﾓｼｰ主体
ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ利用

（中生種）

チモシー    アルテミス（H22）・アッケシ（H4）・キリタップ（H4) 20

アルファルファ       ケレス（H17）・ハルワカバ（H15） 3

シ ロ ク ロ ー バ タホラ（H8）・リベンデル（H8）・マキバシロ（H3）・ソーニャ（S63） 2

合            計 25

ｵｰﾁｬｰドグラス主体
ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ利用
（早生～極晩生種）

ｵｰﾁｬｰドグラス パイカル（H18）・はるねみどり（H17）・バッカス（H14）・ハルジマン(H13)・トヨミドリ（H6） 23

アルファルファ       ケレス（H17）・ハルワカバ（H15） 5

シ ロ ク ロ ー バ タホラ（H8）・リベンデル（H8）・マキバシロ（H3）・ソーニャ（S63） 2

合            計 30
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■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成25年度 　生乳生産実績（3月）

月計乳量（kg） ３月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,245,680.7 94.6 98,481,149.6 98.2

（鶴居地区） 2,757,345.3 95.8 33,000,351.2 97.2

（幌呂地区） 2,188,560.5 94.4 26,219,256.6 100.1

（白糠地区） 1,786,905.9 91.0 21,391,158.9 94.4

（音別地区） 1,512,869.0 97.3 17,870,382.9 102.3

管 内 計 43,647,644.9 93.8 527,858,654.4 97.9

（前年度管内計） 46,508,211.4 539,127,125.1

理　事　会　報　告
３月定例理事会　平成26年3月28日（金）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．自己査定結果について
５．事業の実施処理状況について
６．経営定期点検の実施結果について
７．コンプライアンス事故報告概要について
８．平成２５年度事業報告及び決算概要について
付議事項�
議案第１号　平成２６年度（第９年度）事業計画の設定

について
議案第２号　平成２６年度諸利率・料率の設定について
議案第３号　貸付金の利率の最高限度について
議案第４号　平成２６年度生乳生産基盤緊急対策事業要

領の制定について
議案第５号　定款の一部変更について

議案第６号　第２次地域農業振興計画およびＪＡ中期経
営計画の設定について

議案第７号　第８回通常総会の招集および提出議案につ
いて

議案第８号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第９号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第10号　理事に対する資金の貸付について
議案第11号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第12号　大口信用供与先等に対する融資の承認につ

いて
議案第13号　平成２６年度の余裕金運用について
議案第14号　平成２６年度コンプライアンス・プログラ

ムの設定について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．春季地区別懇談会の開催について
２．当面の業務日程について

白糠給油所からのお知らせ
白糠給油所の洗車機が新しくなりました！
度重なる故障等により大変ご迷惑をおかけいたしましたが、

この度４月１日より新しくなりました。新しい洗車機は超撥
水コースを搭載！強力な水はじき、ツヤだし、塗装保護に効
果を発揮。また、初めてでも簡単操作できる音声ガイド付。

おでかけ前には是非、皆様のご利用心よりお待ち申し上げ
ます。

□�雪解けも進み、道端にはフキノトウがみられる季節となりました。フキノ
トウは食材にも利用され、カリウムを豊富に含み、ナトリウム（塩分）を
排泄する役割や高血圧にも効果があります。また苦味成分のアルカノイド
は肝機能を強化、ケンフェールは活性酸素などの発ガン物質を抑制する効
果などがあり、春の山菜の持つ力を効果的に取り入れたいものです。

□�これからの時期は、まだまだ昼夜の寒暖差が大きい時期です。体調管理及
び乳牛の飼養管理に最善を尽くして参りましょう。


